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図１ 平和公園総合案内図 図２ 秋の公園における活動 図３ 発表会の掲示物
図４ 冬の平和公園広場 図５ クロガネモチ 図６ サザンカ
























合は 100 ％でありすべてが公園の現状を理解し、項目（Ｂ）では全体の 92 ％が秋と冬の
表１ レポートにみる対象の分類
名 称 数 名 称 数 名 称 数
平和祈念像 7 平和の泉 1 服装 12
気象 19 空の色 1 自然の変化 74
紅葉 67 落葉 65 カマキリ卵 7
ガ 2 チョウ 1 ハチ 1
スズムシ 1 コオロギ 1 メジロ 3
ハト 2 トリ 1 ネコ 3
マツボックリ 20 ドングリ 35 タンポポ 13
シバ 6 ススキ 2 パンジー 1
ヒガンバナ 1 サザンカ 23 ヤマモミジ 15
イチョウ 13 ウメ 11 トベラ 6
ツバキ 5 マツ 4 カエデ 3
サクラ 2 クロガネモチ 2 ナンテン 2
アジサイ 1 キョウチクトウ 1 ビワ 1
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季節の比較をしている。何れも公園の人工物や自然物、生き物を題材とすることで、受講
生の大多数は公園の現状に対する理解や秋と冬の季節の比較を行うことができたものと推









































クラスは 0.27 個である。自然事象について受講生一人当たり第Ⅰクラスが平均 4.5 個で
あるのに対して第Ⅱクラスは平均 5.9 個を挙げており、後者が 1.4 個分多いことが分かる。







第 Ⅰ ク ラ ス
春と夏の活動




















総 数 275 426
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表４によれば、第Ⅰクラス、及び第Ⅱクラスのどちらも項目（Ａ）は 97 ％と 100 ％であ
り平和公園の現状に対する理解は達成できている。項目（Ｂ）は両クラスの平均 88 ％に
達するが第Ⅱクラスの割合が高い。両クラスとも公園の自然物等の比較により季節の移り





























本稿は、日本生活科 ･ 総合的学習教育学会第 17 回全国大会（2008 年６月 , 山形大会）
の発表資料に加筆・修正を行い作成したものである。
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